
授業科目名 授業題目 単位数 担当教員氏名
開講
ｾﾒｽﾀｰ

曜日
講時

日本文学概論 日本近現代文学の世界 2 仁平　政人 3 金曜3限

日本文学概論 王朝物語文学の世界 2 横溝　博 4 金曜3限

日本文学基礎講読 『天徳内裏歌合』を読む 2 横溝　博 3 金曜2限

日本文学基礎講読 近代の短編小説を読む 2 仁平　政人 4 金曜2限

日本文学各論 『源氏物語』の成立と展開 2 横溝　博 5 月曜2限

日本文学各論 『平家物語』の研究 2 佐倉　由泰 5 火曜2限

日本文学各論
近代・現代文学から読む

「生」と「死」
2 佐藤　泉 5 集中講義

日本文学各論
戦間期モダニズムの諸問

題
2 仁平　政人 6 月曜2限

日本文学各論 『平家物語』の研究 2 佐倉　由泰 6 火曜2限

日本文学演習 『源氏物語』の研究 2 横溝　博 5 月曜4限

日本文学演習 『源氏物語』の研究 2 横溝　博 5 月曜5限

日本文学演習
近現代文学における〈異

界〉
2 仁平　政人 5 水曜4限

日本文学演習
11・12世紀の奥羽をめぐる

文学の研究
2 佐倉　由泰 5 木曜2限

日本文学演習
近現代文学における〈異

界〉
2 仁平　政人 6 水曜4限

日本文学演習
11・12世紀の奥羽をめぐる

文学の研究
2 佐倉　由泰 6 木曜2限

日本文学



 

科目名：日本文学概論 

曜日・講時：金曜 3限 

セメスター：3 単位数：2  

担当教員：仁平 政人  

コード：LB35301， 科目ナンバリング：LHM-LIT201J， 使用言語：日本語 

１．授業題目：日本近現代文学の世界 

 

２・授業の目的と概要：明治時代から第二次世界大戦中に至るまでの多様な小説を取り上げ、文化的・社会的な文脈を視野に入

れて具体的に分析するとともに、テクスト分析の方法や、日本近現代文学の形成過程などについて概説を行う。 

毎回の授業の終わりに、授業内容について考えたことや質問を提出してもらう。次回の授業で、その回答や補足説明も行いなが

ら授業を進める。 

 

３．学習の到達目標：(1) 日本の近現代文学について、文化的・社会的な文脈を視野に入れて具体的な分析を行うことをとおし

て、その多様な特質に関する理解を深める。 

(2) 文学テクストを分析する基本的な方法を習得する。  

 

４．授業の内容・方法と進度予定： 

1. ガイダンス 

2. 分析のレッスン ―志賀直哉「小僧の神様」 

3. 概説①：日本近代文学の成立 

4. 概説②：テクスト分析の方法 

5. 樋口一葉「十三夜」を読む① 

6. 樋口一葉「十三夜」を読む② 

7. 田山花袋「少女病」を読む 

8. 芥川龍之介「羅生門」の生成論 

9. 横光利一「蠅」を読む 

10. 江戸川乱歩「人間椅子」を読む 

11. 葉山嘉樹「セメント樽の中の手紙」を読む 

13. 検閲と文学 

14．太宰治「魚服記」を読む 

14. 岡本かの子「家霊」を読む 

15. 文学と戦争―坂口安吾「真珠」を中心に 

なお、質問への応答、補足説明などによって、予定通りに進まないことがありえます。 

 

５．成績評価方法：最終レポート（50％）・授業への出席 50％。毎時間提出するコメント用紙の内容も平常点の一部として加味

する。 

 

６．教科書および参考書：授業で用いるテキストは clasroom で配布する。参考書等については教室で指示する。 

 

７．授業時間外学習：授業で取り上げる作品について、事前に精読しておくこと。また、授業を通して関心を持った問題につい

ては幅広く参考文献を読むこと。 

 

８．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

 

９．その他： 



 

科目名：日本文学概論 

曜日・講時：金曜 3限 

セメスター：4 単位数：2  

担当教員：横溝 博  

コード：LB45301， 科目ナンバリング：LHM-LIT201J， 使用言語：日本語 

１．授業題目：王朝物語文学の世界 

 

２・授業の目的と概要：日本の物語文学はいつ発生し、いつ終息したのか──。本講義では『源氏物語』に代表される王朝物語

文学の成立と展開の様相を、物語文学を取り巻く様々な文芸ジャンルとの相関のもとに、種々の作品テクストを取り上げつつ探

っていく。王朝物語の時代は平安から室町と長きにわたるが、とりわけ王朝物語という文芸ジャンルが物語作者の存在意義とも

絡んで取り沙汰されるようになる院政期から鎌倉中期を中心に、散逸した物語の資料をも重要な手がかりとしながら、物語文学

というコンテンツの消長を探っていく。 

 

３．学習の到達目標：(1) 日本の物語文学について、作品もしくはその断片、関連資料の分析を通して、その特質と史的展開に

関する理解を深める。 

(2) 古典作品を読解・鑑賞するに際しての基本的な知識を習得することで、王朝物語の文化史的意義について把握できるように

なる。  

 

４．授業の内容・方法と進度予定： 

以下は本講義で扱うトピックスを列挙したものであり、実際の授業の順序もしくは進度とは異なる。 

01 王朝物語史(現存物語、散逸物語) 

02 前期物語(竹取物語、うつほ物語、落窪物語、住吉物語)  

03 源氏物語(補作を含む) 

04 後期物語(狭衣物語、夜の寝覚、浜松中納言物語) 

05 院政期物語(海人の刈藻、とりかへばや、有明の別れ)  

06 歴史物語(大鏡、栄花物語) 

07 物語評論(無名草子、今鏡) 

08 物語歌合(物語二百番歌合) 

09 物語歌集(風葉和歌集) 

10 中世王朝物語(鎌倉時代) 

11 中世王朝物語(南北朝時代) 

12 中世王朝物語(室町時代) 

13 和歌と物語、歴史と物語、物語と絵画 

14 物語の作者と読者(六条斎院物語歌合) 

15 王朝物語の終焉(室町時代物語、お伽草子) 

 

５．成績評価方法：学期末に提出するレポート〔50%〕とミニッツペーパー〔50%〕をもって評価する。なお、ミニッツペーパー

は毎時間 Classroom により提出するものである。 

 

６．教科書および参考書：基本的にはスライド（Classroom にアップして事前配布）を使って授業を進める。参考書は授業の中

で随時紹介する。なお、一度配布した資料は繰り返し使用するので、毎時間用意すること。教場への PC の持ち込み可。樋口芳

麻呂編『王朝物語秀歌撰(上) 物語二百番歌合・風葉和歌集上』(岩波文庫、1987)、同『王朝物語秀歌撰 (下) 風葉和歌集下・

源氏物語歌合』(岩波文庫、1989)は本講義のバイブル(但し購入を必須とするものではない)。 

 

７．授業時間外学習：作品を通読するのは困難としても、王朝物語史に関しては様々な学術書・研究書が存在するので、授業で

紹介したものも含めて、可能な限り手に取り、概要の把握に努めること。 

 

８．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

 

９．その他： 

本講義は第 3 セメスターから連続して履修することが望ましい。 



 

科目名：日本文学基礎講読 

曜日・講時：金曜 2限 

セメスター：3 単位数：2  

担当教員：横溝 博  

コード：LB35204， 科目ナンバリング：LHM-LIT212J， 使用言語：日本語 

１．授業題目：『天徳内裏歌合』を読む 

 

２・授業の目的と概要：『天徳内裏歌合』について輪読と発表を繰り返し行う中で、古典作品の本文の立て方や注釈の付け方、

考察の方法等について、実践的に学ぶことを目的とする。また古典作品の鑑賞について学習することを目的とする。 

 

３．学習の到達目標：『天徳内裏歌合』を素材に、以下について学習することを到達目標とする。 

(1) 変体仮名の読解と翻刻、校訂本文の作成、注釈など、古典文学研究のための基本的な作業・所作について、実践的に学ぶ。 

(2) 和歌をはじめとする古典文学についての理解を深めるとともに、古典文学を読み進めるために必要な文献など、情報収集の

手段や方法についても知識を得、その活用の仕方についても学ぶ。  

 

４．授業の内容・方法と進度予定： 

1. ガイダンス。授業内容の説明、各回の発表者の決定。 

2. 『天徳四年内裏歌合』および歌合についての講義。変体仮名の読解練習の説明。 

3. 発表と質疑応答  / 変体仮名の読解練習 

4. 発表と質疑応答  / 変体仮名の読解練習 

5. 発表と質疑応答  / 変体仮名の読解練習 

6. 発表と質疑応答  / 変体仮名の読解練習 

7. 発表と質疑応答  / 変体仮名の読解練習 

8. 発表と質疑応答  / 変体仮名の読解練習 

9. 発表と質疑応答  / 変体仮名の読解練習 

10. 発表と質疑応答  / 変体仮名の読解練習 

11. 発表と質疑応答  / 変体仮名の読解練習 

12. 発表と質疑応答  / 変体仮名の読解練習 

13. 発表と質疑応答  / 変体仮名の読解練習 

14. 発表と質疑応答  / 変体仮名の読解練習 

15. 発表と質疑応答  / 変体仮名の読解練習 

 

５．成績評価方法：授業時の発表および期末レポートの内容〔60%〕、授業への参加の度合い(コメント・質疑応答)〔40%〕 

 

６．教科書および参考書：【教科書】: 萩谷朴, 谷山茂校注『歌合集(日本古典文学大系 74)』(岩波書店、1965 年)。『実用変体

がな』(新典社)。 

【参考書】: 変体仮名の読解練習に用いる影印については Classroom にアップして配布する。その他、教場で指示する。 

 

７．授業時間外学習：事前に配布される発表資料に目を通し、質問事項を予め用意しておくこと。授業で扱う範囲外の部分につ

いても、自学自習の上、作品内容の把握に努めること。また変体仮名のアプリを使う(遊ぶ)など、日常的に変体仮名の世界に触

れること。 

 

８．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

 

９．その他： 

『天徳内裏歌合』は、後世、内裏歌合の模範として仰がれ続けた日本文化史上、記念すべき行事です。『小倉百人一首』にと

られた有名な和歌もいくつかあり、行事記録も豊富に残っていることから、行事の内容や規模をある程度、復元することがで

きます。本イベントの内容について学ぶとともに、「歌合」という競技の場を想像し追体験することで、和歌の鑑賞に役立て

ていきます。 



 

科目名：日本文学基礎講読 

曜日・講時：金曜 2限 

セメスター：4 単位数：2  

担当教員：仁平 政人  

コード：LB45201， 科目ナンバリング：LHM-LIT212J， 使用言語：日本語 

１．授業題目：近代の短編小説を読む 

 

２・授業の目的と概要：この授業では、芥川龍之介をはじめとした日本近代の作家の短編小説を対象として、多様な観点からの

分析を行い、文学研究の方法を学ぶことを目的とする。 

受講者は担当する作品について、調査・分析の結果をレジュメにまとめて報告を行う。報告と質疑応答を通して、作品に対する

理解を深めるとともに、近代文学を研究する基本的な手続きと、分析の視点を身につけることが本講読の目的である。 

 

３．学習の到達目標：（１）本文の異同の確認や文献の収集、コンテクストに関する調査など、近代文学研究の基本的な手続き

を実践的に学ぶ。 

（２）近現代文学の特性について理解を深め、小説を分析する視点を養う。  

 

４．授業の内容・方法と進度予定： 

1. ガイダンス 

2. 分析のレッスン① 

3. 分析のレッスン② 

4. 近代文学研究の方法① 

5. 近代文学研究の方法② 

6. 担当者による口頭発表と討論 

7. 担当者による口頭発表と討論 

8. 担当者による口頭発表と討論 

9. 担当者による口頭発表と討論 

10. 担当者による口頭発表と討論 

11. 担当者による口頭発表と討論 

12. 担当者による口頭発表と討論 

13. 担当者による口頭発表と討論 

14. 担当者による口頭発表と討論 

15. 担当者による口頭発表と討論 

 

５．成績評価方法：授業における発表とレポート（60％）、授業への積極的参加（40％） 

 

 

６．教科書および参考書：講義資料として、配布プリントを使用する。その他の関連文献は授業中に適宜紹介する。 

 

７．授業時間外学習：授業で取り上げる作品を受講者全員が事前に精読しておくこと。 

 

８．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

 

９．その他： 



 

科目名：日本文学各論 

曜日・講時：月曜 2限 

セメスター：5 単位数：2  

担当教員：横溝 博  

コード：LB51202， 科目ナンバリング：LHM-LIT301J， 使用言語：日本語 

１．授業題目：『源氏物語』の成立と展開 

 

２・授業の目的と概要：『源氏物語』現五十四帖がいかにして構成されているか、成立の問題、巻序の問題をはじめ、散逸した巻

巻(「桜人」「狭筵」「巣 守」さらには「輝く日の宮」)についての『源氏釈』『奥入』等の記述を検証する。「輝く日の宮」の巻は

存在したのか。また、定家 本・河内本成立の過程と意義、別本の価値をも含めた諸本(写本群)についても考察する。『源氏物語』

の初期の注釈書や梗概書、系 図等にも目配りし、『山路の露』『雲隠六帖』といった補作、さらには平安~鎌倉・室町時代の物語

作品における『源氏物語』受容の 痕跡をも手がかりとして、平安から中世にかけて、どのような『源氏物語』テクストが流通し

ていたのかを探る。その際、古筆切等、 新発見の資料にも目配りしたい。文字テクスト以外に、院政期の『源氏物語絵巻』を、

詞書とともに DVD で鑑賞する。復元プロジェク トによって、平安絵師の仕掛けた謎が現代に明らかとなるのか──。 このよう

な検証、思考を通して、広く「〈源氏物語〉とは何か」、を考えていくことを目的とする。 

 

３．学習の到達目標：『源氏物語』の成立と展開、流布と継承、受容および享受の問題を広く学ぶことで、(1)『源氏物語』をめ

ぐる文化の諸現象に対する 理解を深め、(2)『源氏物語』を独力で鑑賞し、(3)テクストを批判的に読み解くための基本的な知

識を身につける。  

 

４．授業の内容・方法と進度予定： 

01. ガイダンス。講義資料の事前配付。参考文献の紹介。 

02. 『源氏物語』の諸本の異同について。「桐壺」巻を例に考える。 

03. 「幻」巻の異文。ミセケチをめぐる『原中最秘抄』の諸説。 

04. 「柏木」巻の表現と国宝『源氏物語絵巻』の詞書。柏木像の後代への影響。 

05. 「桜人」について。『源氏釈』の逸文から復原する。 

06. 「かかやく日の宮」と並びの巻について。『奥入』の記述から考える。 

07. 藤原定家の『源氏物語』蒐書活動と書写活動。『奥入』と『明月記』紙背から考える。 

08. 「巣守」について(1)。『源氏物語古系図』から復原する。 

09. 「巣守」について(2)。「古筆断簡」『風葉和歌集』から復原する。 

10. 『源氏物語』の構成について。『源氏物語』は五十四帖か。六十巻説、三十七帖説を考える。 

11. 『山路の露』について。補作の試みもしくは『雲隠六帖』。 

12. 『山路の露』を読む(1)。「序文」を読む。 

13. 『山路の露』を読む(2)。薫と浮舟の再会場面を読む。 

14. 『山路の露』を読む(3)。浮舟と手習歌。 

15. 『山路の露』を読む(4)。物語としての独自性。 

 

５．成績評価方法：レポート(期末)の内容〔50%〕、毎時間提出するミニットペーパーの内容〔50%〕。 

 

６．教科書および参考書：【教科書】『源氏物語補作 山路の露・雲隠六帖 他二篇』(今西祐一郎編注、岩波文庫、2022 年) その

他はすべてプリントを用いる。テキスト(岩波文庫)は大学生協で購入のこと。毎時間用意すること。参考文献は授業内で随時紹 

介する。Classroom を併用する予定。 

 

７．授業時間外学習：復習に力を入れること。『山路の露』については、授業で読む箇所以外についても、自分で読み進め、内容

把握に努めること。 

 

８．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

 

９．その他： 

二年生でも関心のある人は単位にかかわらず受講されたい。 



 

科目名：日本文学各論 

曜日・講時：火曜 2限 

セメスター：5 単位数：2  

担当教員：佐倉 由泰  

コード：LB52201， 科目ナンバリング：LHM-LIT301J， 使用言語：日本語 

１．授業題目：『平家物語』の研究 

 

２・授業の目的と概要： 平安時代末の内乱とそこに生きる人々の姿を多様な形質の表現によって描き出した作品、『平家物語』

の記述を考察する。『平家物語』の表現を丁寧に読み解き、文学、文化、社会にかかわる多様な問題を見出す中で、『平家物語』

の特質とともに、そこに現れる世界観、人間観、社会認識のあり方を明らかにして行く。毎回の授業の終わりに、授業内容につ

いて、考えたこと、関心を持ったことを書いてもらい（これを「小レポート」と呼ぶ）、その回答も交えて、できるだけ対話的に

授業を進めて行こうと思っている。 

 

３．学習の到達目標：（１）表現の細部を丁寧に捉えて、時代相、世相や筆者の世界観、人間観、社会認識を幅広く深く理解でき

るような読解力、洞察力を身につける。 

（２）文学、文化、社会を思考する上での問題発見力と専門的知識を高める。  

 

４．授業の内容・方法と進度予定： 

 授業は次の順に進める 

１ 『平家物語』の特質と概要 

２ 『平家物語』の成立と諸本 

３ 序文のしくみと機能 ― 巻第一「祇園精舎」の考察  ― 

４ 都をめぐる観念 ― 巻第一「殿上闇討」を中心に ― 

５ 制度と祝祭 ― 巻第一「禿髪」、「吾身栄花」を中心に ― 

６ 芸能と仏道 ― 巻第一「祇王」を中心に― 

７ 事実の置き換えが意味するもの ― 巻第一「殿下乗合」を中心に ― 

８ 歴史叙述と祝祭性 ― 鹿の谷事件の記述をめぐって ― 

９ 登場人物の形象の変移 ― 藤原成親に着目して ― 

１０ 空間の多様な見え方 ― 「きかいが島」の記述に着目して ― 

１１ 登場人物の対照性 ― 平清盛と平重盛 ― 

１２ 戦いの表現が指向するもの ― 巻第四「橋合戦」を中心に ― 

１３ 都をめぐる観念 ― 福原遷都の記述をめぐって ― 

１４ 「悪」の表現が意味するもの ― 平清盛の形象に着目して ― 

１５ まとめ 

 

５．成績評価方法： 学期末に提出してもらうレポート〔60％〕・小レポート〔40％〕 

 

６．教科書および参考書： 教科書は使用せず、プリントを使って授業を進める。参考書は、授業の中で随時紹介する。 

 

７．授業時間外学習： 授業を通して関心を持った問題について、作品の本文や参考文献を進んで幅広く読んで、考察を深めて

行くことが重要である。 

 

８．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

 

９．その他： 

 本講義（『平家物語』の研究）は、第６セメスターも連続して履修することが望ましい。 



 

科目名：日本文学各論 

曜日・講時：月曜 2限 

セメスター：6 単位数：2  

担当教員：仁平 政人  

コード：LB61202， 科目ナンバリング：LHM-LIT301J， 使用言語：日本語 

１．授業題目：戦間期モダニズムの諸問題 

 

２・授業の目的と概要：この講義では、日本における戦間期、特に 1920～30 年代のモダニズム文学の多様な展開について、川

端康成をはじめとした、代表的な作家のテクストの分析を通して検討を行う。特に、前衛芸術や映像メディア（写真、映画）、精

神分析学などの同時代の文化的・社会的な文脈との関わりを通して、新たな表現がどのように生み出され、そこにいかなる意義

が見出されるかに注目する。 

 

３．学習の到達目標：文学テクストを、社会的・文化的なコンテクストとの関わりを視野に入れて多面的に読み解く能力を養い、

近現代文学の特性や意義について理解を深める。  

 

４．授業の内容・方法と進度予定： 

授業は次の順に進める。 

1. ガイダンス 

2. 概説・大正期文学の諸相 

3. 関東大震災と文学① 

4. 関東大震災と文学② 

5. 「新感覚派」の始発① ―横光利一 

6. 「新感覚派」の始発② ―川端康成 

7. 「心」を捉え直す―精神分析・心霊学と文学―① 

8. 「心」を捉え直す―精神分析・心霊学と文学―② 

9. 映像メディアと文学の交通 

10. プロレタリア文学の諸問題① 

11. プロレタリア文学の諸問題② 

12. 都市小説のモダニティ① 

13. 都市小説のモダニティ② 

14. 都市小説のモダニティ③ 

15. まとめ 

 

５．成績評価方法：最終レポート（50％）、平常点（コメントペーパーなど） 50％。 

 

６．教科書および参考書：講義資料として、配布プリントを使用する。参考書等については教室で指示する。 

 

７．授業時間外学習：授業で取り上げる作品を事前に精読しておくこと。また、授業を通して関心を持った問題については幅広

く参考文献を読み、考察を深めること。 

 

８．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

 

９．その他： 



 

科目名：日本文学各論 

曜日・講時：火曜 2限 

セメスター：6 単位数：2  

担当教員：佐倉 由泰  

コード：LB62202， 科目ナンバリング：LHM-LIT301J， 使用言語：日本語 

１．授業題目：『平家物語』の研究 

 

２・授業の目的と概要： 平安時代末の内乱とそこに生きる人々の姿を多様な形質の表現によって描き出した作品、『平家物語』

の記述を考察する。『平家物語』の表現を丁寧に読み解き、文学、文化、社会にかかわる多様な問題を見出す中で、『平家物語』

の特質とともに、そこに現れる世界観、人間観、社会認識のあり方を明らかにして行く。毎回の授業の終わりに、授業内容につ

いて、考えたこと、関心を持ったことを書いてもらい（これを「小レポート」と呼ぶ）、その回答も交えて、できるだけ対話的に

授業を進めて行こうと思っている。 

 

３．学習の到達目標：（１）表現の細部を丁寧に捉えて、時代相、世相や筆者の世界観、人間観、社会認識を幅広く深く理解でき

るような読解力、洞察力を身につける。 

（２）文学、文化、社会を思考する上での問題発見力と専門的知識を高める。  

 

４．授業の内容・方法と進度予定： 

 授業は次の順に進める 

１ 登場人物の形象の変移 ― 源義仲に着目して ―  

２ 登場人物の形象の変移 ― 平家の人々に着目して ― 

３ 歴史叙述と祝祭性 ― 法住寺合戦の記述をめぐって ―  

４ 戦いの表現が指向するもの ― 巻第九「木曽最期」を中心に ― 

５ 表現の多様な可能性 ― 巻第九「宇治川先陣」を中心に ― 

６ 戦いの表現が指向するもの ― 一の谷合戦の記述をめぐって ―  

７ 心の動きを語る物語 ― 平重衡に着目して ― 

８ 心の動きを語る物語 ― 平維盛に着目して ―   

９ 速さの表象とその意味 ― 屋島攻めにおける源義経に注目して ―   

１０ 場面を演出するしくみ ― 巻第十一「那須与一」を中心に ―  

１１ 事件を美化するしくみ ― 平知盛に着目して ― 

１２ 事件を美化するしくみ ― 平宗盛に着目して ― 

１３ 終幕の記述が指向するもの ― 建礼門院徳子に着目して ―  

１４ 表現の運動性がもたらすもの ― 源行家に着目して ―  

１５ まとめ 

 

 

５．成績評価方法： 学期末に提出してもらうレポート〔60％〕・小レポート〔40％〕 

 

６．教科書および参考書： 教科書は使用せず、プリントを使って授業を進める。参考書は、授業の中で随時紹介する。 

 

７．授業時間外学習： 授業を通して関心を持った問題について、作品の本文や参考文献を進んで幅広く読んで、考察を深めて

行くことが重要である。 

 

８．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

 

９．その他： 

 本講義（『平家物語』の研究）は、第５セメスターから連続して履修すること。 



 

科目名：日本文学各論 

曜日・講時：集中講義 

セメスター：5 単位数：2  

担当教員：未定  

コード：LB98808， 科目ナンバリング：LHM-LIT301J， 使用言語：日本語 

１．授業題目：近代・現代文学から読む「生」と「死」 

 

２・授業の目的と概要：近年の思想、文化批評において「生政治」「生権力」という概念がにわかに浮上してきた。人々の「生」

そのものが政治の主題となったのが近代という時代であるが、いまその近代的体制が急速に変容をとげていることの一つの兆候

だといえる。この科目では近代・現代の文学作品を通して「生」「死」をめぐって何が語られてきたのか、それはどのような時代

と環境に条件づけられていたのかを検討する。 

 

３．学習の到達目標：近代・現代の文学作品のいくつかを取り上げ、「生」や「死」がどのように語られてきたか、時代のなかで

どう変化してきたのかを概観することで、私たちが今置かれている言説環境を理解する手がかりを得ることを目標とする。この

ことを通して自己と他者の「生」をいつくしむことの困難さと重要さを学びだい。  

 

４．授業の内容・方法と進度予定： 

１、授業ガイダンス（本講義の目的と概要） 

２、「生」「死」の問題を語るための用語と問題意識 

３、森鴎外『高瀬舟』を読む 安楽死と「知足」 

４、武田泰淳『富士』を読む 非常事態下の障害者 

５、辺見庸『月』その１ 

６、辺見庸『月』その２ 

７、トニ・モリソン『ビラヴド』その１ 

８、トニ・モリソン『ビラヴド』その２ 

９、伊藤計劃『ハーモニー』その１ 

10、伊藤計劃『ハーモニー』その２ 

11、伊藤計劃『虐殺器官』その１ 

12、伊藤計劃『虐殺器官』その２ 

13、ハンガン『少年が来る』その１ 

14、ハンガン『少年が来る』その２ 

15、授業のまとめ 

 

５．成績評価方法：レポート 50％、授業への参加意欲 50％ 

 

６．教科書および参考書：「授業内容」欄に挙げた作品 

 

７．授業時間外学習：「授業内容」欄に挙げた作品をできるだけ読んでおいてください。 

 

８．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

 

９．その他： 



 

科目名：日本文学演習 

曜日・講時：月曜 4限 

セメスター：5 単位数：2  

担当教員：横溝 博  

コード：LB51403， 科目ナンバリング：LHM-LIT317J， 使用言語：日本語 

１．授業題目：『源氏物語』の研究 

 

２・授業の目的と概要：『源氏物語』「浮舟」巻を輪読する。担当者は割り当てられた範囲の【梗概】および【考察】をレジュメ

としてまとめ、それを資料として用意し、事前に配布した上で発表する。発表者が提起した問題点について、参加者全員で検討

を加え、ブラッシュアップしていくことで、物語の読解力を高めていくことを目的とする。 

 

３．学習の到達目標：『源氏物語』「浮舟」巻を精読することで、(1)物語の虚構の方法や人物造型のありよう、語り、和歌を含め

た表現の様式、 物語の構造等について理解を深める。(2)諸注釈、各種辞典(事典)類の活用の仕方を学び、作品読解に関わる基

本的な知識を習得す る。以上を通して、物語を「読む」力を高めることで、課題に研究的に取り組むための基本的な知識と技能

を身につける。  

 

４．授業の内容・方法と進度予定： 

1. ガイダンス(発表者及びローテーション決定) 

2. 講義(「浮舟」巻までの物語の流れ、第一部の構成、物語の人物について)  

3. 「浮舟」巻の輪読と考察×2 

     (1) 発表  (2) 質疑応答  (3) まとめ 

4. 「浮舟」巻の輪読と考察×2 

     (1) 発表  (2) 質疑応答  (3) まとめ 

5. 「浮舟」巻の輪読と考察×2 

     (1) 発表  (2) 質疑応答  (3) まとめ 

6. 「浮舟」巻の輪読と考察×2 

     (1) 発表  (2) 質疑応答  (3) まとめ 

7. 「浮舟」巻の輪読と考察×2 

     (1) 発表  (2) 質疑応答  (3) まとめ 

8. 「浮舟」巻の輪読と考察×2 

     (1) 発表  (2) 質疑応答  (3) まとめ 

9. 「浮舟」巻の輪読と考察×2 

     (1) 発表  (2) 質疑応答  (3) まとめ 

10. 「浮舟」巻の輪読と考察×2 

     (1) 発表  (2) 質疑応答  (3) まとめ 

11. 「浮舟」巻の輪読と考察×2 

     (1) 発表  (2) 質疑応答  (3) まとめ 

12. 「浮舟」巻の輪読と考察×2 

     (1) 発表  (2) 質疑応答  (3) まとめ 

13. 「浮舟」巻の輪読と考察×2 

     (1) 発表  (2) 質疑応答  (3) まとめ 

14. 「浮舟」巻の輪読と考察×2 

     (1) 発表  (2) 質疑応答  (3) まとめ 

15. 「浮舟」巻の輪読と考察×2 

     (1) 発表  (2) 質疑応答  (3) まとめ 

 

５．成績評価方法：授業時の発表および期末レポート(発表のまとめ)の内容〔60%〕、授業への参加(質疑応答を含む)〔40%〕 

 

６．教科書および参考書：【テキスト】岩波文庫『源氏物語（八）早蕨～浮舟』(岩波書店、2020 年)を用いるので、大学生協等

で購入のこと。 

【参考書】中野幸一編『〈新装版〉常用 源氏物語要覧』(武蔵野書院、2012 年)がある。その他、参考文献は随時紹介する。 

 

７．授業時間外学習：毎回の輪読箇所が決まっている上、資料が事前に配布されているので、参加者はあらかじめ該当範囲を読

み込んでおき、発表内容について自分なりに疑問点や質問事項を準備しておいた上で、授業に臨むこと。授業での質疑応答はデ

ィスカッションやコメントのトレーニングとなるよう期している。 

 

８．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

 

９．その他： 



 

・本演習は、5時限目も連続して履修すること。 

・物語の展開を先取りせず、物語の筋をたどりながら読むことの面白さや発見、興味を大事にしていく。 



 

科目名：日本文学演習 

曜日・講時：月曜 5限 

セメスター：5 単位数：2  

担当教員：横溝 博  

コード：LB51503， 科目ナンバリング：LHM-LIT317J， 使用言語：日本語 

１．授業題目：『源氏物語』の研究 

 

２・授業の目的と概要：『源氏物語』「浮舟」巻を輪読する。担当者は割り当てられた範囲の【梗概】および【考察】をレジュメ

としてまとめ、それを資料として用意し、事前に配布した上で発表する。発表者が提起した問題点について、参加者全員で検討

を加え、ブラッシュアップしていくことで、物語の読解力を高めていくことを目的とする。 

 

３．学習の到達目標：『源氏物語』「浮舟」巻を精読することで、(1)物語の虚構の方法や人物造型のありよう、語り、和歌を含め

た表現の様式、物語の構造等について理解を深める。(2)諸注釈、各種辞典(事典)類の活用の仕方を学び、作品読解に関わる基

本的な知識を習得する。以上を通して、物語を「読む」力を高めることで、課題に研究的に取り組むための基本的な知識と技能

を身につける。  

 

４．授業の内容・方法と進度予定： 

1. 「浮舟」巻の輪読と考察×2 

      (1) 発表  (2) 質疑応答  (3) まとめ  

2. 「浮舟」巻の輪読と考察×2 

      (1) 発表  (2) 質疑応答  (3) まとめ  

3. 「浮舟」巻の輪読と考察×2 

      (1) 発表  (2) 質疑応答  (3) まとめ  

4. 「浮舟」巻の輪読と考察×2 

      (1) 発表  (2) 質疑応答  (3) まとめ  

5. 「浮舟」巻の輪読と考察×2 

      (1) 発表  (2) 質疑応答  (3) まとめ  

6. 「浮舟」巻の輪読と考察×2 

      (1) 発表  (2) 質疑応答  (3) まとめ  

7. 「浮舟」巻の輪読と考察×2 

      (1) 発表  (2) 質疑応答  (3) まとめ  

8. 「浮舟」巻の輪読と考察×2 

      (1) 発表  (2) 質疑応答  (3) まとめ  

9. 「浮舟」巻の輪読と考察×2 

      (1) 発表  (2) 質疑応答  (3) まとめ  

10. 「浮舟」巻の輪読と考察×2 

      (1) 発表  (2) 質疑応答  (3) まとめ  

11. 「浮舟」巻の輪読と考察×2 

      (1) 発表  (2) 質疑応答  (3) まとめ  

12. 「浮舟」巻の輪読と考察×2 

      (1) 発表  (2) 質疑応答  (3) まとめ  

13. 「浮舟」巻の輪読と考察×2 

      (1) 発表  (2) 質疑応答  (3) まとめ  

14. 「浮舟」巻の輪読と考察×2 

      (1) 発表  (2) 質疑応答  (3) まとめ  

15. 「浮舟」巻の輪読と考察×2 

      (1) 発表  (2) 質疑応答  (3) まとめ 

 

５．成績評価方法：授業時の発表および期末レポート(発表のまとめ)の内容〔60%〕、授業への参加(質疑応答を含む)〔40%〕 

 

６．教科書および参考書：【テキスト】岩波文庫『源氏物語(八)早蕨~浮舟』(岩波書店、2020 年)を用いるので、大学生協等で購

入のこと。 

【参考書】中野幸一編『〈新装版〉常用 源氏物語要覧』(武蔵野書院、2012 年)がある。その他、参考文献は随時紹介する。 

 

７．授業時間外学習：毎回の輪読箇所が決まっている上、資料が事前に配布されているので、参加者はあらかじめ該当範囲を読

み込んでおき、発表内容について自分なりに疑問点や質問事項を準備しておいた上で、授業に臨むこと。授業での質疑応答はデ

ィスカッションやコメントのトレーニングとなるよう期している。 

 

８．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 



 

 

９．その他： 

・本演習は、4校時目から続けて履修すること。 

・物語の展開を先取りせず、物語の筋をたどりながら読むことの面白さや発見、興味を大事にしていく。 



 

科目名：日本文学演習 

曜日・講時：水曜 4限 

セメスター：5 単位数：2  

担当教員：仁平 政人  

コード：LB53405， 科目ナンバリング：LHM-LIT317J， 使用言語：日本語 

１．授業題目：近現代文学における〈異界〉 

 

２・授業の目的と概要：本演習は、明治期から近年にいたる多様な小説について、〈異界〉という概念を手がかりに、多様な社会

的・文化的コンテクストを視野に入れて分析を行うことを目的とする。 

受講者は、担当する作品についての分析の結果を資料に基づいて発表する。発表内容を踏まえた全体での討論をとおして、小説

の精緻な読解を試みる。 

 

３．学習の到達目標：(1) 文学作品の分析と立論、発表の方法を習得する。 

(2) 日本近代文学の多様な展開とその特質について理解を深める。  

 

４．授業の内容・方法と進度予定： 

1. ガイダンス 

2. ガイダンス２ 

3. 担当者による発表と質疑応答 

4. 担当者による発表と質疑応答 

5. 担当者による発表と質疑応答 

6. 担当者による発表と質疑応答 

7. 担当者による発表と質疑応答 

8. 担当者による発表と質疑応答 

9. 担当者による発表と質疑応答 

10. 担当者による発表と質疑応答 

11.担当者による発表と質疑応答 

12. 担当者による発表と質疑応答 

13. 担当者による発表と質疑応答 

14. 担当者による発表と質疑応答 

15. 担当者による発表と質疑応答 

 

５．成績評価方法：授業における発表とレポート（70％）、授業への積極的参加（30％） 

 

６．教科書および参考書：教室で指示する。 

 

７．授業時間外学習：授業で取り上げる作品を受講者全員が事前に精読しておくこと。 

 

８．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

 

９．その他： 

本演習は第 6 セメスターも連続して履修すること。 



 

科目名：日本文学演習 

曜日・講時：木曜 2限 

セメスター：5 単位数：2  

担当教員：佐倉 由泰  

コード：LB54205， 科目ナンバリング：LHM-LIT317J， 使用言語：日本語 

１．授業題目：11・12 世紀の奥羽をめぐる文学の研究 

 

２・授業の目的と概要： 文学、文化、社会を発見的に考究するためには何に注目し、どのような段階を踏んで思考を進めれば

よいのかということを、11・12 世紀の奥羽をめぐる文学作品の考察の実践を通して理解して行く。 

 

３．学習の到達目標： 文学、文化、社会について、発見的に思考し、語るための読解力、分析力、専門的知識、表現力を高め

る。  

 

４．授業の内容・方法と進度予定： 

１ 解説 11・12 世紀の奥羽 

２ 解説 前九年合戦と『陸奥話記』 

３ 解説 後三年合戦と『後三年記』 

４ 解説 11 世紀の奥羽と和歌 ― 能因、橘為仲を中心に ― 

５ 解説 藤原清衡と説話・往生伝 

６ 解説 『吾妻鏡』所載「寺塔已下注文」 

７ 解説 「中尊寺供養願文」 

８ 解説 12 世紀の奥羽と和歌 ― 西行を中心に ― 

９ 考察発表とそれにもとづく意見交換  

１０ 考察発表とそれにもとづく意見交換  

１１ 考察発表とそれにもとづく意見交換  

１２ 考察発表とそれにもとづく意見交換  

１３ 考察発表とそれにもとづく意見交換  

１４ 考察発表とそれにもとづく意見交換  

１５ 考察発表とそれにもとづく意見交換 

 

 

５．成績評価方法： 授業での発表およびレポート〔60％〕・授業への参加〔40％〕 

 

６．教科書および参考書： テキストは、特に指定しない。参考書は、授業時に随時紹介する。 

 

７．授業時間外学習： 各回の授業で考察対象となる記述、表現をあらかじめよく読んで授業に臨むこと。また、授業を通して

関心を持った問題について、作品の本文や参考文献を進んで幅広く読んで、考察を深めて行くことが重要である。 

 

８．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

 

９．その他： 

 本演習（11・12 世紀の奥羽をめぐる文学の研究）は、第６セメスターも連続して履修すること。 



 

科目名：日本文学演習 

曜日・講時：水曜 4限 

セメスター：6 単位数：2  

担当教員：仁平 政人  

コード：LB63404， 科目ナンバリング：LHM-LIT317J， 使用言語：日本語 

１．授業題目：近現代文学における〈異界〉 

 

２・授業の目的と概要：本演習は、明治期から近年にいたる多様な小説について、〈異界〉という概念を手がかりに、多様な社会

的・文化的コンテクストを視野に入れて分析を行うことを目的とする。 

受講者は、担当する作品についての分析の結果を資料に基づいて発表する。発表内容を踏まえた全体での討論をとおして、小説

の精緻な読解を試みる。 

 

３．学習の到達目標：(1) 文学作品の分析と立論、発表の方法を習得する。 

(2) 日本近代文学の多様な展開とその特質について理解を深める。  

 

４．授業の内容・方法と進度予定： 

1. ガイダンス 

2. 担当者による発表と質疑応答 

3. 担当者による発表と質疑応答 

4. 担当者による発表と質疑応答 

5. 担当者による発表と質疑応答 

6. 担当者による発表と質疑応答 

7. 担当者による発表と質疑応答 

8. 担当者による発表と質疑応答 

9. 担当者による発表と質疑応答 

10. 担当者による発表と質疑応答 

11.担当者による発表と質疑応答 

12. 担当者による発表と質疑応答 

13. 担当者による発表と質疑応答 

14. 担当者による発表と質疑応答 

15. 担当者による発表と質疑応答 

 

５．成績評価方法：授業における発表とレポート（70％）、授業への積極的参加（30％） 

 

６．教科書および参考書：教室で指示する。 

 

７．授業時間外学習：授業で取り上げる作品を受講者全員が事前に精読しておくこと。 

 

８．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

 

９．その他： 

本演習は 5セメスターから連続して受講すること。 



 

 

科目名：日本文学演習 

曜日・講時：木曜 2限 

セメスター：6 単位数：2  

担当教員：佐倉 由泰  

コード：LB64203， 科目ナンバリング：LHM-LIT317J， 使用言語：日本語 

１．授業題目：11・12 世紀の奥羽をめぐる文学の研究 

 

２・授業の目的と概要： 文学、文化、社会を発見的に考究するためには何に注目し、どのような段階を踏んで思考を進めれば

よいのかということを、11・12 世紀の奥羽をめぐる文学作品の考察の実践を通して理解して行く。 

 

３．学習の到達目標： 文学、文化、社会について、発見的に思考し、語るための読解力、分析力、専門的知識、表現力を高め

る。  

 

４．授業の内容・方法と進度予定： 

１ 考察発表とそれにもとづく意見交換 

２ 考察発表とそれにもとづく意見交換 

３ 考察発表とそれにもとづく意見交換 

４ 考察発表とそれにもとづく意見交換 

５ 考察発表とそれにもとづく意見交換 

６ 考察発表とそれにもとづく意見交換 

８ 考察発表とそれにもとづく意見交換 

９ 考察発表とそれにもとづく意見交換  

１０ 考察発表とそれにもとづく意見交換  

１１ 考察発表とそれにもとづく意見交換  

１２ 考察発表とそれにもとづく意見交換  

１３ 考察発表とそれにもとづく意見交換  

１４ 考察発表とそれにもとづく意見交換  

１５ まとめ 

 

 

５．成績評価方法： 授業での発表およびレポート〔60％〕・授業への参加〔40％〕 

 

６．教科書および参考書： テキストは、特に指定しない。参考書は、授業時に随時紹介する。 

 

７．授業時間外学習： 各回の授業で考察対象となる記述、表現をあらかじめよく読んで授業に臨むこと。また、授業を通して

関心を持った問題について、作品の本文や参考文献を進んで幅広く読んで、考察を深めて行くことが重要である。 

 

８．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

 

９．その他： 

 本演習（11・12 世紀の奥羽をめぐる文学の研究）は、第５セメスターから連続して履修すること。 
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